
令和5年度S-1ちにしや園における自己点検・自己評価
作成者・:施設長江渕武雄

Ⅹ今年度のえぼちこしや園の保育・教育全般を総全的に評価し、次年度の保育計画こ生かせる方向で記入する。

・A、日、c、Dの4段階評価です。該当する欄にoを付フてください。

頭目色ごとこ意見・改善策があれば記述する。

項目

A

B

c

D

⑥保育の計画の編成と実施に関する評価

たいへんよい
よい
一部検討を要する
改善を要する
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一一"スは

i真日内容
ABcD

保
育
目
標
こ

つ

い
て

(Ⅱ保育目標の具現化向け、乳幼児の実悪を踏ま

えた重点目標を設定しているか。
o

金織貝が目識をもって子どち佳人
ひとりに含わせた保育を工夫行える
よう務めた。

持ち上がりの担任が多くおり、話し
含ぃはスムーズであったが、その分
全職員での検討意識が弱まってし
まった。

(2)目下雲ま、各施設や地域の特色を生かしているか。o
(31目標さ、社会の要請や保護者の願いを反映して

いるか。
o

(引目標さ、前年度の反省を生かしているか。o

(5)目標さ、全職員で検訂し、かつ共通理解を図っ

ているか。
o

保
育
こ

つ

い
て

(「1指導計画ま乳幼児の実悪こ即して作成している

か。
o

O～2歳児クフスでは保再環境や遊び
環境を見直し、よりよい保育が行え
るよう改善に向け動き出すことが出
来た。

3一5歳児クラスでは配置ゆ遊び環
境環境を検討し更に改善した。子ど

自ら選択し伸て。伸ひと遊び速む事
が出来るよになっている。

引き続き園全体として遊びを主とし
た主体性に繋がる環境構成にっいて
学びを深めたい。

121保育所保育指針に基づく援助・支援を適切に行

っているか。
o

13)環境の構成を意識した保育や過程を常にエ夫し

ているか。
o

(41素材・用具を適切こ活用しているか。o

(51評価結果を基に、保育の改善に努めているか。o
日時奉呈Ⅱ)「日の流れ(デイリーフログラム等)は現行でよ

いか。
o

ゆとりある流れとなるよっ、各クラ
ス見直しを行い改善に努めたが年間
を還し先を見ての更なる検討が必要
である。

行

事
一
」
つ
い
て

(「1行事の種類や実施回数は適切か。o
SDGSひ良目も母后行いながら[学

ぼ行事]となるよう努めた。

保護者参加行事を新たに見直し、親
子フェスティバル(運動発表)、お
楽しみ会(発表会)、誕生会参観、
英語参観、個人面談、保育参力D・参
観等の行事を設定し、日尺の活動か
らの成長を気軽に見学できる機会を
多くした。
アンケート色取り、次年度更に改善
に努めたい。

荷車特有の特別感は大切にしながろ
も、日何の積み重ねの中にある小さ
なしかし確実な成長に保護者に気つ
いて、知ってもらえるような行事に
していきたい。

12)行事のねらいを計画や実施に十分生かしているo

口媛鮒空礫亮習授を明確こし、自主的・実践的o

(51保護者の願いや意見を取り入れているか。o

A:

B :

C :

D :

い
よい

ロ。
一吾甘申会討を要する

Ⅱ
政一を要する

-・

たいへんよ
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S-1OD

項田内容
評価，

意見・改善策
ABcD

情
報
こ

つ

い

て

刊乳幼児や保護者に関する個人情報を適正に取り

反っているか。
o

個人情報保護規定を設定し仁
う。定期的に個人情報保護につ
いての勉強の場を設けている。

今年度ほ勉強の場を多く設ける
事が難しかったため、次年度に
引き継きたい。

囲公文書収受、発送、処理を適切に行っているか。
o

3l各表簿は、適切な時間・方法で作成・処理して
いるか。

o

施

言空

言隻

備

Ⅱ施設内外・設備の安全点検を計画的こ行ってい

るか。
o

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
八

2l遊具・用具等を、活用しやすいようこ整理・保

管しているか。
o

3)不審者等に対応する周到な配慮を行っているか。o

Ⅲ掲示板、掲示場所等を適切かつ効果的に活用し
いるか。

o

出納経
理刊各種会計を適正かつ適切に処理しているか。o

適宜実施している。

開

か

れ
た
保
育

所

づ

く

り

施

言笠

間

交

流

連

携

Ⅱ他施設等との年間交流計画は、保育目標や課題

こ添ったものになっているか。
o

姉妹園のス摩S保目園とO一5
歳児同士で交流を図っている。

近隣保育園との公目交流ゆ、川
@島小学校、上首田笹の丘小学校

との「佳生5年生と5歳児の交
流も年二回行った。又、幼保@」@
交流事業の一環として今年度ほ
小学校や他施設向けに当園で5
歳児の保育参観を行い、その後
の座談会等で接続期に向けた情
報交換を行う事が出来た。
今後もより良い関係性を築き、
交流を続けたい。

2l他施設等の幼児児童生徒と触れ含う中で、(享L)

幼児が楽しく過こし充実感を味わうことができ

るような配慮や援助・支援を行っているか。

o

3)指導者どうしが、打含せや事前研修・含同研修

を行い、互いの保育・教育に対しての理解を深

め、援助について共通理解を図っているか。

o

4l参観や保育・授業等に参加するなどして、幼稚

園・小学校の教育を理解しているか。
o

5)日常的に情報を交換し、それを交流活動に生か
しているか。

o

家
庭
ゆ
社
会
と
の

地
域
連
携

Ⅱ参観時間を制限せず、保護者以外も対象にした

参観日等を設定しているか。
o

月7回地域の同齢者と異世代文治
やハロウイン行事でほ地域商店
街に協力頂きながら今年度も交
流を行えた。

園外活動で出会う地域の方や親
子に積極的に声をかけ交流しよ
うと働き掛けたり、一時保育を
昨年度より多く受け入れ、園見
学者や交流にち積極的に取り組
んだ。

次年度ほ地域のお年寄りとの交
流内容を見直し、より良い内容
となるよう努めたい。

あったか食堂の参加者が少ない
ため、周知方法を検討し直した
い。

2l保護者を含む地域の人材活用の時期・内容は適

切か。
o

3)(享し)幼児の興味や関心に基ついて地域社会・そ

の他の施設と交流しているか。
o

4)地域の行事に積極的に参加し、地域の文化や生

苦に触れているか。
o
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I真日内容
評価

意見・改善策
ABcD

開

か

れ

た

保

育

所

つ

り

子
ま

て

支

援

の

推

進

(Ⅱ地域の子育てセンターとして、園庭や中庭、保

育室等を開放しているか。
o

園姓開放、父流保育、育児交
流を適宜行っているが、参加
が少なく、内容の検討が必要
である。また、子育て租談や
保者支援については園以外
の方へは検討が必要だが、園
保護者へほ全園児の個人面談
を導入し、話を聞く事が出来
にので更なる支援に繋げられ
るよう、今後も努めたい。

保護者から相談にはその都度
積極的に声を掛け、面談を行
い相談に応じている。園から
声を掛け、面談や降園時に話
せる時間も作っている。

今年度実現で-なかった、目
尻講座や交流活動等新たに内
容を検訂し、実現に向け調整
していきたい。

(21地域」住む子どもとつし、あるいま親子が緒

こ遊ぼことができるような場の設定を行ってい

るか。

o

13)「子育てについて」など、保護者を対象とした

学習の機会を設定しているか。
o

け)職員こよる育児に係る「子育て租談」は充実し

ているか。
o

(5)医療機関、児童相談所等の専門機関と連携を図

り、保護者にとって必要な情報を提保している

か。

o

If 

報

の
発

信

(「)保育所だより・クラス通信、ホームページ等で

施設の情報を発信しているか。
o

小ムペノで施設の青報を開
示・発信している。

園の動画配信等を行い、保護者
や地域に園での活動を発信して
いる。

保護者向けにトキユメンテー
シヨンを作成し、園の様子や子
どもの様子を発信した。

地域や関係機関、施設への発信
が今後の課題であるため、検討
し改善に努めたい。

(21行事や子育て支援事業等を、地域の連経会や尻

重施設、小学校に対して周知しているか。
o

タト

舌口

言平

価

Ⅱ)第三者評価を導入し、施設運営に反映している

か。
o

弟三者評価を実施し施設運営に
反映している。

12)地域や保護者の意見を施設運営に反映している
o

次
年
度
に

向
け
て

の

考
察

今年度ドキコメノテノヨノの木格導入やクフス便りの折苦口学年が保育についてそれぞれ発+」努める
事が出来た。叉、保護者参加行事の内容を見直し、気軽に参観が出来る機会を多く設けた。内容については肯定
的なご意見が多かったが、物足りなさを感じるといった内容ちあった。子どちたちことってより良い内容となる
ために、今後ち検討を重ねたい。又、保護へ向け[行事のためにやらせる]のでほなく、[成長とま日尺の
身近な活動の連続性の中にある]という主体性を大切こした保育を行いたいという園としての考えをしっかりと
知って頂くために更なる働きかけを園全体として行っていきたい。

昨年度に引き続き、低年齢児からの配慮を必要とする子どもの増加に伴い、成長発達に関して適切なアドバイス
や専門機関との連携、年齢や特性に治った支援の仕方を学ひ実践する事ができた。
今後ちすべての子どもにとって偏りなく過ごしやすい安心できる環境についての模索を続けたい。

当園でほ職員の質の向上へ向け、一人一人が自身と向き含い日何より良い保育ができる保育士を目指すべく、努
めている。昨今の不適切保育事件のニユースを目の当たりにし、職員の質について考えさせられる日尺である
が、当園に通う子ども、保護者、地域ことってよりよい保育園であり続けられるよう、当園で働く職員のことち
大切にしながら、今後七園全体として皆で運進していきたい。


